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（18）  Day（1994）は，マーケティング・コンセプトの論議の中で，「市場志向（market orientation）」や「市場駆動型
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〔抄　録〕
日本や世界のことわざ，故事ことわざは，社会の不変の法則や普遍的な真理の結晶を端
的に表現している。マーケティング戦略論をマーケティングの科学性から捉えるならば，
理論と実践の両者を伴うマーケティング戦略論は，ことわざの不変の法則や普遍的な真理
（理論）と日々のライフスタイル（実践）に共通する側面があるといえる。
本稿では，社会科学としてのことわざ，とくにマーケティング戦略論におけるマーケ
ティングの科学性の視点から，マーケティング思考の理論と実践の関係を考察することを
目的とする。
第一に，本稿では，アメリカと日本におけるマーケティング思想の発展プロセスとマー
ケティング・コンセプトの変遷を辿りながら，顧客志向や消費者志向のマーケティングの
重要性について検討する。
第二に，本稿では，マーケティング戦略論の構築の前提となる企業戦略や競争戦略を
テーマにして，マーケティング戦略論に基づいた日本のことわざや故事ことわざを検討す
る。とくに，本稿では，STP戦略とマーケティング・ミックス，事業領域の選択と集中，3C
分析の3つの理論に焦点を当て，日本のことわざや故事ことわざの視点から考察する。

